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2010年 海外展開支援策の検討開始 

     中小製造業を取り巻く事業環境の変化 
  
    １．市場・マーケットの急激な変化 
    ２．リーマンショック以降、中小企業の海外進出が加速 

    ３．国・地方公共団体の、中小企業の海外展開支援へ方針転換 

      神戸市：国内での挑戦を支援 
 

   １．新分野への挑戦支援 （医療機器開発、ロボット関連）     
   ２．国内販路開拓の支援 （商談会の開催） 
   ３．人材育成支援（提案力向上） 
   ４．設備投資の支援（助成金） 

中小企業にとって生き残りのための選択肢として、競争力を高めるため、 
「海外展開も重要な選択肢ではないか？」 
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アジア進出支援センター設置経緯＆概要＆実績 
2010年秋頃から中小製造業の海外展開支援について検討開始 
アンケート （対象：市内中小製造業等1,304社） 

アジア進出研究会（座長：甲南大学安積教授） 
5～6月 個別企業ヒアリング実施（44社） 
8月   東南アジア調査ミッション 
11月  研究会からの提言 

2012年度予算化 神戸市アジア進出支援センター開所 

2010/秋～2011/3 

2011/4～2011/11 

2011/12～2012/7 

メニュー 概    要 役割、定員 

登録アドバイザー ・１３２名（海外在住の方も一部登録） 家庭教師（ﾏﾝﾂｰﾏﾝ） 

夜の勉強会 
（シリーズもの） 

・留学生とともに学ぶ 新神戸アジア経営塾 
・中小企業のための海外販路開拓勉強会 
・アジア法務勉強会 

塾 
（定員20名） 

海外ビジネスミッション ・製造・教育現場、政府機関などを訪問し、ネット
ワーク形成、帰国後、報告会 

合宿 
（定員25名） 

ひょうご・神戸国際ビジネススクエア開設 2014/5 

相談社数：150社超 登録アドバイザー：132名 ｾﾐﾅｰ回数、参加者数：66回、延4,268人 

経 
 

 

緯 

概 
 

要 

実 

績 海外ﾐｯｼｮﾝ（延べ数）：6回、 企業―66社 73名、団体－18団体 20名、訪問国数 5ヵ国 9回 



新・神戸アジア経営塾 
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１．きっかけ 
  平成25年12月、留学生支援団体との出会い 
 
２．目的 
 ① 企業側は留学生の出身国の文化、慣習を学び経営に役立てる。 
 
 ② 留学生は日本の中小企業の経営の素晴らしさを学ぶ 
 
 ③ 異文化交流、相互理解を深める。 
 
３．方法・特色 
 ・ 座学中心ではなく、討議中心 
 ・ 兵庫県、神戸市内の大学、アジア進出支援センターアドバイザーの 
   協力  



神戸市内製造業の９９％は中小企業だが、留学生は知らない。 

2010年工業統計調査結果より 

事業所数 従業者数 製造品出荷額 付加価値額 

1,864事業所 70,267 人 2兆9,834億円 1兆823億円 

１．神戸市における従業者４人以上の製造業 

２．従業者規模別事業所数 

従業員数300人未満の
中小製造業が98.5% 
 
従業員50人未満の 
中小製造業が88.1% 
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日本の中小企業の素晴らし
さを留学生に伝えたい。 

 

中小企業の海外展開を担う
人材になってほしい。 



外国人留学生・中小企業双方の声 
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第１回目テーマ 「留学生が働きたい企業、企業が採用したい留学生」 
  
 ・ 地元中小企業の経営者と外国人留学生（ベトナム人、ネパール人など）が参加 
 ・ 中小企業側の声 
   「日本語は出来て当たり前、これからはプラスワンが求められる。例えば経理が出来れば 
    大きな武器になる」 
   「現地での人事管理のエキスパートの道もある。日本との懸け橋になってもらいたい」 
 ・ 外国人留学生の声 
   「モノづくりの会社で働きたい。デザインの仕事をして将来は起業したい。日本で働きたい」 
   「日本で学んだことを国に帰って役立てたい」 
   「ネパールの留学生は大地震からの復興のため日本との経済交流に努め、日本企業を 
    誘致したい」 
 
第２回目テーマ 「中小製造業の経営者の自社の魅力発表が行われた後、留学生からみた 
           その会社の魅力」 
 
 ・ 地元中小企業の経営者外国人留学生（ベトナム人、タイ人、ネパール人など）が参加 
 ・ 外国人留学生の声 
   「社長が従業員と一緒に昼食をとるなんて、ラジオ体操を毎日するなんて、素晴らしいと 
    驚きの声」 
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参考： 神戸新聞記事 2015/6/18 

「相互理解へ活発議論 県内中小企業とアジア留学生」 
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参考：第2回 新・神戸アジア経営塾 
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参考：第2回 新・神戸アジア経営塾 
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参考：第2回 新・神戸アジア経営塾 



ひょうご・神戸国際ビジネススクエア 
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ジェトロとの内部通用扉 神戸市とジェトロの入口 

ひょうご産業活性化 
センターの入口 

国・県・市のワンストップ相談窓口 

神戸商工貿易 
センタービル４階 
2014年5月発足 


